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事業趣旨

現在、全国的に進められている学校部活動の地域移行に
ついて、群馬県の地域の現状に合わせたサポートの方法に
ついて模索することを目的に、群馬大学が持つスポーツに
関する様々な専門知識や人的資源を活用し、部活動の地域
移行のサポートをすすめていくことを目的に、大学の持つ
スポーツに関する専門知識を、地域のスポーツ指導者を始
めとしたスポーツに関わる人々に発信することで、スポー
ツに関する正しい知識を広げるとともに、人的資源を活用
した、部活動指導の現地サポートを行うことで、指導者不
足の解消や、将来のスポーツ指導者としての学生の育成も
同時に進めていく。また、群馬県と共同開発中のハイパ
フォーマンスシステムアプリ（以下HPS）を地域（地域ス
ポーツクラブ）に提供することで、スポーツに関わる生徒
のサポートも含めて、地域のスポーツ振興に貢献する。



群馬県では地域スポーツクラブや
学校部活動の受け皿が不足してい
る。特に指導者数と指導者の教育
制度（質）が不足しており、ス
ポーツ医科学等を生かしたエビデ
ンスに基づいた指導スキルを身に
着ける必要がある。

活動・トレーニングが受け身になり
がちで、指導者からの一方的な練習
メニューの提示・単調作業になりが
ちである。コロナ禍において、大会
等が中止になったことで成功体験の
機会が減っている。

地域の課題

地域部活動の指導者不足 生徒自身が主体的に活動する

講演会などを通じて、スポーツ指導者に必要な知識や、現在のスポーツ
を取り巻く環境について、各専門家の協力を得て地域に還元することで、
地域指導者の質を向上させる。また、大学の持つスポーツに関するリ
ソースである学生資源を地域に還元していけるよう、新たな指導者育成
を進めることで、指導者の確保を目指す。また、群馬県・群馬大学が構
築するハイパフォーマンスシステムアプリを地域に提供し、部活動・地
域移行をサポートする。また、モデル都市で運用し、アンケート・体組
成で評価する。

これらの課題に対して



実績

・講演会の開催
9月1日 第1回 スポーツ医科学に基づいた指導者講演会
11月14日 第2回 スポーツ医科学に基づいた指導者講演会
1月10日   第3回 スポーツ医科学に基づいた指導者講演会

・地域の部活動指導
群馬大学荒牧キャンパス他、地域の中学生へのスポーツ指導

・体組成測定及びHPSアプリを用いた部活動支援

吉岡町及びみなかみ町で体組成測定を行うとともに、その変化をグラフ
化することで自らの身体的な変化を可視化することが可能とし、生徒の主
体的な活動支援及び指導者の指導補助に貢献。



第1回講演会

群馬県庁において、講師として小
出利一氏をお招きし、ジュニアス
ポーツの今後のあり方について、
講演いただいた。



第2回講演会

吉岡町文化センターにて、スポー
ツ栄養及びコンディショニングに
ついて、木村典代氏と武井健児氏
に講演を頂いた。



第3回講演会 群馬県庁において、講師として
CORD PROJECTの池淵氏、ヤマダ

ホールディングスの田中氏、
MINAKAMI TOWN EXEの大塚氏より、

企業や地域に根ざしたスポーツ団
体としての現在の活動や今後の展
望について講演いただき、吉岡町
教育委員会の飯塚氏・坂本氏より、
部活の地域移行を行っている自治
体としての状況について講演いた
だいた。



3回の講演会を通じて

大学の持つスポーツに関する専門知識を広めることを目的とした「ス
ポーツ医科学に基づいた指導者講演会」を、計3回実施した。

内容としては、現在の部活動の地域移行の原状や課題、コンディショニ
ングやスポーツ栄養に関する知識、部活動の地域移行を進めている企業や、
教育委員会から、部活動の地域移行の現状や、今後の展望など、それぞれ
の分野の専門知識を持つ講師をお招きして講演会を実施した。

講演会の工夫として、現地において参加が難しい場合においても、講演
内容を視聴できるよう、
①ZOOMによるオンラインでも講演回に参加可能なハイブリッドでの開催と
したこと

②講演内容を後日でも視聴出来るよう動画の配信や、コンディショニング
やスポーツ栄養に関する記事をHP上で確認できるようにする
など情報発信の方法を工夫することで、知識に触れる機会の確保を行った。



新聞広告

講演会の内容及び活動内容を広告として新聞に掲載することで、広く活動
の広報活動を行った。また、講演会の内容を後日視聴できるよう加工した
上で、広告において視聴方法を広報することで知識の拡散に努めた。

第1回掲載記事（9月12日掲載） 第2回掲載記事（10月16日掲載）



新聞広告

第3回掲載記事（12月12日掲載） 第4回掲載記事（12月26日掲載）



新聞広告

第5回掲載記事（1月16日掲載） 第6回掲載記事（1月24日掲載）



新聞広告欄の活用

講演会の実施や、大学のリソースを活用した様々な事業について、多く
の人々に知って頂く機会として、新聞広告欄を活用し、計６回の高校掲載
を行った。広告には、講演会の内容だけでなく、後日内容を確認できるよ
う講演会の内容の動画視聴のURLをつけるなど、本事業の内容を広く周知で
きるよう工夫を行った。

６回の掲載の際の工夫として、講演会の内容の告知、講演会が終了した
場合は、その内容を後日確認できるよう、動画や資料の紹介部分を含める
など、多くの方に、スポーツに関する専門的な知識を知って頂く機会を設
けるようにした。

講演会においては、それぞれの講演会においてハイブリッドでの参加者を
含め２５～３５名程度の参加者であったが、後日、講演会の内容について
の動画の視聴ができるよう新聞広告を始め宣伝したことで、視聴回数は９
月の１回目の講演会においては１００回を超える視聴回数となっている。

また、２回目の講演会の内容について新聞の広告を見た競技団体などから、
指導者講習会の相談があるなど、スポーツに関する専門知識に触れる機会
を増やした成果が現れたと考えられる。



部活動支援の様子

大学施設を始め、みなかみ町
など現場において、部活動支
援を行った。その際、学生を
指導補助として、スポーツの
指導方法や安全管理、子供と
の触れ合いを通じて、指導者
としての基礎的知識と興味関
心を持ってもらうことで、将
来のスポーツ指導者の育成に
つなげる



部活動支援について

大学の持つスポーツ資源である、大学施設や人的資源である学生の利活
用の方法として、地域の部活動支援を行った。大学の施設を利用した部活
動支援や、地域の現場に赴いての部活動の支援を行うことで、大学のス
ポーツ資源の利活用についての可能性を模索するとともに、学生を参加さ
せることで、スポーツ現場での指導方法の学習や、安全管理の方法、現場
での活動実態を知ることで、将来のスポーツ指導者として必要な知識や技
術をみにつける機会を設け、卒業後、地域のスポーツ指導者として活躍で
きる人材の育成を目指した。

本事業期間においては、大学施設を中心に柔道で20回、みなかみ町のス
ポーツクラブにおいて陸上で5回の支援活動を実施した。



部活動支援について

地域の現状と課題
指導者の高齢化や人材不足
地域による課題の差が大きい

部活の地域移行についても、学校、教育委員会、生徒（保護者）、地域
のスポーツクラブ等との連携についても地域差が大きい

大学のスポーツ資源を活用して
部活動支援に参加することで学生の学びにつながるとともに、地域貢献
にもつながる
地域の指導者不足の解消の一助となる可能性がある

課題
大学の活動の一環として行う場合の、学生の管理や保険などの保証をど
う継続するか
支援を必要とする現場と大学との距離が離れているなど、支援の難しさ



群馬県のハイパフォーマンスアプリ（群馬県のHPS）の活用について

部活動支援の一環として指導者および生徒自身が、自分の課題に合った正
しい知識を獲得できる機会を提供するツールとして群馬県のHPSを用いたサ

ポートシステムを提供することで、自身の体組成の変化を視覚的に把握す
ることが可能となり、生徒の部活動を行う上でのモチベーショにもつなが
ることを期待した。また、得られたデータを元に、さらなる群馬県のHPSの

改修を生徒のトレーニング目標の設定補助など、部活動の地域移行の課題
となる指導者育成及び、正しい知識を提供できる体制づくりを進めていく。

今回は、吉岡町及びみなかみ町において、実験的に月１回の計測を行った。

体組成の測定とともに、各測定数値の意味などの説明を行うことで、ト
レーニング効果を視覚的に把握できるようにした。



群馬県のハイパフォーマンスアプリ（群馬県のHPS）の活用について

群馬県のHPSを利用することで
生徒が客観的にトレーニング効果を知ることが出来る
測定データが蓄積されることで、変化を視覚化してみることが出来る
指導者も生徒の変化を客観的に把握することが出来るようになる

今後の課題
測定機器の確保
指導者については、測定データを活用するための専門知識の必要性
現場において必要とされる項目の追加

特に、本事業の柱であるスポーツ医科学に基づいた知識を指導者に伝える
ことで、群馬県のHPSのデータを有効に活用することが可能となり、トレー
ニング効果の高い指導や安全管理が出来るものと考える



情報発信の工夫（ホームページの作成やリーフレットの配布）

今回の事業の内容や、大学の
スポーツ資源の活用事例を広
く周知する目的で、ホーム
ページ上での情報発信や、事
業の取組をリーフレットにま
とめて配布するなど、大学の
スポーツ資源の活用について
情報発信を行った。

大学ホームページ画面の一部



有識者会議について

９月１日
参加者：羽鳥大輔 高橋大悟 武井健児 島 孟留 中雄勇人 町田大輔

中村賢治 群馬県スポーツ振興課 群馬県前橋市スポーツ局
群馬県高崎市教育委員会

議題
９月１日の講演会について
今後の講演会の内容と時期について
今後の事業方針の確認について

今回のスポーツ庁委託事業の採択を受けて、改めて本事業の趣旨と今後の方
針について確認を行った。

特に、講演会においては、スポーツ指導者だけでなくスポーツに関わる生徒
も理解できるような内容で演者に講演内容を検討してもらうこととなった。



有識者会議について

１月２６日
参加者：小出利一 羽鳥大輔 高橋大悟 池淵智彦 田中宏昌 大塚俊

木村典代 武井健児 中雄勇人 町田大輔 中村賢治

議題
最終報告書について
今後の課題について

今回の事業について、最終報告書を元に有識者の皆様に確認いただき、意見
交換を行った。

また、今回の事業を通じて、現在の部活動の地域移行の抱えている課題や今
後の展望などについて意見交換を行った



アンケート調査結果

本事業期間において、中学生及びその保護者に対して部活動の地域移行に
関するアンケート調査を実施した。

生徒のアンケート結果より
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51%

3時間以上
37%

休日の部活動時間

平日と休日の部活動の時間を比較すると、休日の活動時間が長いこと
が確認できることから、部活動の地域移行を考えるにあたり、休日の
活動内容が部活動を行う子どもたちへ与える影響は非常に大きくなる
と考えられることから、子どもたちが安定した活動環境を得られるよ
う、しっかりとした環境整備が必要であると考えられる。



部活動の地域移行に期待していること

部活の地域移行について、専門的な指導が受けられること
や、異なる学校の友人を作ることができるなど、自分に
合った専門的な指導や出会いを求める一方、異なる環境で
の活動に対して対人関係の不安を持つ子どもなど、外向的
な子どもと内向的な子供に対する対応や、移動距離など人
口密度の低い地方での問題や費用負担を不安視するなど、
様々な課題がうかがえた。子どもや家庭環境も考慮しなが
ら、検討を進めていく必要性を改めて感じる結果となった。
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専門的な練習内

容や試合などに

関する知識
54%

食事等の栄養に

関する知識
13%
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運動系の部活動に所属する生徒が、部活動を続けていく上で知りたいことと
しては、半数の子どもが専門的な練習内容や試合に関する知識と回答してお
り、自分の行っている種目に興味を持っている反面、パフォーマンスを高め
るために必要な食事や体の変化について興味を持つ子どもはまだ少なく、本
事業で目指してきた専門的な知識を伝える手段や自らの体に興味を持つよう
に伝えていけることの必要性が認められた。また、練習の効果について興味
のある子ども６割を超えるものの、残り４割弱の子どもは効果を確認するこ
とに対して関心が持てていないなど、受け身がちな面も見受けられることか
らも、自らの身体の変化に興味を持ち積極的に運動に取り組むことができる
ようになる下地を作ることが必要であると実感する結果であった。



保護者へのアンケート結果より
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学校における部活動の課題とし
て、保護者は専門的な指導を受
けることができないなど、指導
者不足を３割の保護者が感じて
いる。また、選択できる部活動
の種類が少ないとの回答が１割
ほどみられることなど、子ども
の種目選択の幅を広げる意味で、
地域の部活動移行による種目選
択の幅が広がると考えられる。



2023年の春
33%

2023年の春以前
59%

つい最近
2%

知らなかった
6%

部活動の地域移行を知った時期

大いに賛成
28%

賛成
22%

どちらでもな

い
37%

反対
13%

絶対反対
0%

部活動の地域移行について、
どう思いますか？

部活動の地域移行について、本年度に入ってから知ったと答えた保護
者が、３割いることにくわえ、知らなかったと回答している保護者も
いることから、保護者の認知度を高めていく必要がある。また、地域
移行について半数は賛成と答えているが、どちらでもない・反対と回
答している保護者においては、現状と比較してどう変化していくのか
が見えてこない等という回答が認められたことから、情報発信の方法
を検討する必要が認められた。
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部活動の地域移行に期待していること
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1%

保護者も生徒と同様、部活動の地域移行においては、専門的な指導を求めて
いることが認められた。

不安に感じてる部分においては、移動距離や当番などの保護者負担の増加、
学校の部活との両立や指導者の確保など、地域の部活移行を進めていく際の
課題が見える結果となった。
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部活動の地域移行にともなう費用負担は
どの程度が妥当と考えますか？
（休日の部活動のみ地域移行した場合）

部活動にかかる費用について、現状では７割程度が３０００円未満と回答し
た。また、地域移行にともなう費用負担の増加に対しては、同様に３０００
円未満が６割を占めるなど、地域移行にともなう財政的な負担については、
現状の倍程度までが許容範囲であることがうかがえる結果となった。



総括

準備期間の短い中での事業となったが、講演会の内容についての理解度なども高く、また、内容の配信方法にも工夫を行ったことで、短期間ながら、
スポーツに関わる多くの方に専門的な知識や、部活動の地域移行についての原状や、今後の展望などについての情報を発信することができた。

今回の事業を振り返って
・指導力向上のための専門知識の提供
講演会を複数回実施できたことに加え、新聞広告やホームページ等を通じて、
講演内容を後日確認できるようにしたことで、専門知識に触れる多様な機会を
設けることができた。講演会後に、競技団体から講演依頼の相談が来るなど、
現場の専門知識を必要としている団体に対して、大学のリソースの活用方法を
伝えることができたと考える。

・新聞広告や部活動支援を通じて
広告を見て、休日の部活動の活動として紹介したいなど地域貢献に繋がった。
地域によって、部活動の地域移行の課題が多様であることが見えてきた。
地域の指導者不足などの課題に対して、大学の人的リソースの活用方法の限界。
地域の部活動支援のあり方について、地域に課題に合わせた支援を改めて検討する必要がある。
本年度は、様々な地域において、部活動の地域移行の模索の年となり、本事業計画においても、
見直しの必要が出ることとなった。

・HPSアプリを用いた支援および学生の活動
HPSアプリを用いた支援については、利用者のニーズを聞き取りながらより良いものにアップデートしていく
学生については、積極的に現地の部活動支援及び測定補助を行っていたことから、将来の指導者育成の一助となったと考えられる。

・有識者会議を通じて
現在の部活動の地域移行の状況や、実際に地域移行を行っているところでの現状や課題、部活動支援を行っている団体の活動についてなど、
様々な意見を元に、今後の継続的な部活動の地域移行を進めていく上での方法を模索する必要がある。
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